
▶研究&教育 最前線
自助・互助を促す健康屋台
東京情報大学 助教　時田礼子

▶ZOOM UP
農大サイエンスポート完成
世田谷キャンパス新研究棟

▶マウス＆ランドスケープデザイン  東京農大「食と農」の博物館　４月まで開催中
▶みどりくんプロジェクトにＧマーク  生ごみリサイクル　世田谷で実践
▶農業の持続的発展を目指して  アグリテック・サミットに東京農大が参加
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
一定量の液体を吸い取り移動させるピペットという道具があります。小中学校の理科の実験で使った経験が

あるでしょう。でも、大学の実験室で使っているのは、１㍃㍑、つまり100万分の1㍑のごく微量を正確に量るこ
とができます。商品名から「ピペットマン」と呼んでいます。当たり前すぎる実験器具ですが、29年も使い続
けていると、これじゃなきゃいけないという宝ものになりました。
使い始めたのは大学院博士課程に進んだ1995年です。学部、修士は農学部でしたが、博士から医学部に移

りました。初めて研究室に行くと、専用の実験台と、１㍉㍑、0.2㍉㍑、0.02㍉㍑用の3本のピペットマンが与え
られました。１本２万から３万円はしますし、それまではいずれもグループ共用だったので驚きました。教授か
ら「君たちにとってピペットマンは、大工のカンナ、料理人
の包丁のようなもの。大切に使いなさい」と言われ、これ
には感激しました。
その研究室を出てから４回異動して、東京農大に来まし

たが、ピペットマンはずっと一緒です。毎日使っていれば
愛着がわきます。識別するためにオレンジ色のテープを巻
き、年に１回は取った水の重さを精密はかりで計量し、精
度を点検します。異常があれば、部品を交換し、修理に出
します。農大を含め、自分専用を持っている人はいません
ね。特に24年も使い続けているなんて、まずいない。
今は、実験台に立つことより、机の前で理論を考える時

間の方が多くなってしまいましたが、時々、ピペットマンを
取り出し、ピストンボタンを操作します。不思議と気持ち
が落ち着きます。
高校入学の時に買ってもらった腕時計を持っていたり、

大学院入試のために買った生化学の教科書を時々読み返し
たり、大体において物持ちがいいと思います。ボー
ルペンのインクがなくなったら、替え芯を買うタイ
プです。
まじめで、きちょうめんな性格？　じゃありませ

んよ。研究室の自室はグチャグチャですから。
(まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)
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革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
機
能
す
る
た
め
に

は
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

自
助
と
は
自
発
的
に
自
身
の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

で
、互
助
と
は
家
族
・
友
人
な
ど
、個
人
的
な
関
係
性
を
持

つ
人
同
士
の
自
発
的
な
支
え
合
い
で
あ
る
。共
助
と
は
医

療
、
年
金
、
介
護
保
険
な
ど
、
制
度
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
の

こ
と
で
、公
助
と
は
自
助
・
互
助
・
共
助
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
に
対
し
必
要
な
生
活
保
障
を
行
う
社
会
福
祉
制
度

の
こ
と
で
あ
る
。

　
基
礎
と
な
る
の
は
自
助
・
互
助
で
あ
る
。自
助
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
他
者
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
時
に
は

自
身
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
人
と
人
同
士
が
支
え
合
う
互
助

が
必
要
と
な
る
。

　
意
欲
を
引
き
出
し
、維
持
さ
せ
る

　
筆
者
が
参
画
し
て
い
る「
健
康
屋
台
」は
、地
域
に
お
け
る

自
助
・
互
助
の
促
進
に
よ
る
健
康
増
進
を
目
指
し
た
活
動

で
あ
る
。千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構
の
潤
間
励

子
准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
５
年
に
始
め
た
。目
的

は
「
地
域
再
生
に
貢
献
す
る
未
来
志
向
型
健
康
支
援
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」で
あ
る
。

　
高
度
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
団
地
は
、
老
朽
化
と
住
民

の
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。こ
の
た
め
健
康
屋
台
は
、
２
０

１
９
年
８
月
ま
で
に
、
主
に
千
葉
市
内
の
団
地
で
61
回
開
催

し
、延
べ
１
２
６
８
人
の
住
民
が
参
加
し
た
。参
加
者
の
大
半

は
高
齢
者
で
あ
る
。ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健

師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
や
、
工
学（
人
工
知

能
）な
ど
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
ら
、
大
学
だ
け
で
な
く
病

院
、研
究
所
、民
間
企
業
か
ら
も
集
ま
っ
て
お
り
、看
護
学
や

園
芸
学
を
学
ぶ
学
生
・
大
学
院
生
も
参
加
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
（
図
３
）。私
は
保
健
師

な
の
で
、保
健
師
か
ら
見
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
健
康
屋
台
に
来
た
住
民
は
、
ま
ず「
健
康
測
定
」で
動
脈

硬
化
の
進
行
を
調
べ
る
血
圧
脈
波
、体
脂
肪
率
、骨
密
度
な

ど
の
検
査
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
。住
民
は
数

値
の
良
し
悪
し
に
、
シ
ョッ
ク
を
受
け
た
り
喜
ん
だ
り
す
る
。

保
健
師
は
そ
れ
ら
の
気
持
ち
を
健
康
相
談
で
受
け
止
め
る
。

こ
こ
は
、
あ
く
ま
で
も「
相
談
」で
、
保
健
師
の
側
か
ら
一
方

的
に
説
明
・
指
導
は
し
な
い
。住
民
と
と
も
に
数
値
の
意
味

を
考
え
、
生
活
の
中
で
改
善
す
べ
き
点
は
な
い
か
一
緒
に
考

え
る
。だ
が
、
実
際
は
生
活
の
改
善
ま
で
相
談
が
至
ら
な
い

こ
と
も
多
い
。し
か
し
、
健
康
屋
台
に
来
て
い
る
こ
と
は
、
自

分
の
健
康
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。住
民

自
身
に
意
欲
が
出
て
く
る
ま
で
相
談
に
乗
り
続
け
る
の
が
、

保
健
師
の
役
割
で
あ
る
。

　
専
門
職
が
い
く
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
、
本
人
に
や
る

気
が
な
け
れ
ば
、
行
動
に
変
化
は
起
き
な
い
。特
に
予
防
の

よ
う
に
、目
に
見
え
て
成
果
が
出
な
い
も
の
は
、な
お
さ
ら
で

あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、〝
積
極
的
に
待
つ
〞こ
と
が
大
切
で
あ

る
。関
わ
り
を
継
続
し
な
が
ら
、
意
欲
が
出
て
き
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
ど
の
よ
う
な
改
善
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
る

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
保
健
師
は
、
ね
ぎ
ら
う
・
認
め
る
・
褒
め
る
と

い
う
関
わ
り
を
す
る
。住
民
の
生
活
の
中
に
は
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
の
何
か
し
ら
の
工
夫
や
努
力
が
潜
ん
で
い
る
。

だ
が
住
民
自
身
は
、
そ
の
工
夫
や
努
力
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
り
、
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
評
価
を
し
て
い
な
か
っ
た
り

す
る
。保
健
師
は
対
話
の
中
か
ら
、
そ
の
工
夫
や
努
力
を
引

き
出
し
、
ね
ぎ
ら
い
、
認
め
、
褒
め
る
の
で
あ
る
。そ
の
こ
と

で
、
住
民
は
行
動
を
持
続
す
る
意
欲
を
持
て
る
。住
民
の
健

康
活
動
の
意
欲
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

　
健
康
相
談
の
後
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
や
健
康
増
進
活

動
で
一
息
つ
く
。コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、ス
タ
ッ
フ
や
住
民
同
士
で
会
話
を
し
た
り
す
る
。一
人
暮

ら
し
の
方
も
多
い
住
民
の
中
に
は
、コ
ー
ヒ
ー
や
ゲ
ー
ム
が
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
促
進
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
康
増
進
活
動
で
は
、
園
芸
福
祉
活
動
や
ロ
コ
モ
体
操

（
運
動
器
障
害
予
防
体
操
）
を
体
験
す
る
。園
芸
福
祉
活
動

で
は
、
豆
を
使
っ
た
ハン
ガ
ー
や
チ
ャ
ー
ム
、ア
ロマ
ス
プ
レ
ー
な

ど
を
作
る
。手
先
を
使
っ
た
作
業
を
し
な
が
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
取
れ
、さ
ら
に
自
分
で
作
っ
た
達
成
感
と
成
果
物
が

手
に
残
る
。ロ
コ
モ
体
操
で
は
、
自
分
の
筋
力
を
知
り
、
今
後

ど
の
よ
う
な
体
操
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
。こ
こ
で
も
ス
タ
ッ
フ
や
住
民
同
士
で
の
会
話
で
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
健
康
屋
台
は
、住
民
が
自
身
の
健
康
状
態
を

知
り
、
今
後
の
生
活
を
考
え
る
こ
と
で
自
助
を
促
進
し
、
さ

ら
に
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
互
助
に
つ

な
が
る
場
で
あ
る
。そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
研
究
テ
ー

マ
の
デ
ー
タ
収
集
や
活
動
の
場
の
み
な
ら
ず
、
来
場
者
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
通
し
て
、住
民
か
ら
学
び
、視
野
が
広
が

る
場
で
あ
る
。看
護
学
生
か
ら
は
「
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
話

す
機
会
が
無
か
っ
た
高
齢
者
と
対
話
が
で
き
た
の
で
、
実
習

の
際
、
高
齢
患
者
さ
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が

取
れ
、
よ
り
良
い
看
護
に
つ
な
が
っ
た
」な
ど
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。住
民
・
ス
タ
ッ
フ
双
方
に
と
っ
て
、
ウ
イ
ン
・
ウ

イ
ン
な
場
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、地
域
全
体
の
健
康
度
が
維
持
向
上

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。参
加
履
歴
、健
康
情
報
、満
足
度

な
ど
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
確
率
モ
デ
リ
ン
グ
解
析
や
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
分
析
を
使
っ
て
解
析
し
、
結
果
を
住
民
に
フ
ィ
ー
ド

バッ
ク
し
、
住
民
の
自
助
・
互
助
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。ま
た
、
私
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
東
京
情
報
大
学

の
学
生
の
参
画
で
あ
る
。ま
ず
看
護
学
部
の
学
生
の
参
加
を

増
や
し
、
さ
ら
に
総
合
情
報
学
部
の
教
員
・
学
生
に
も
参

画
を
呼
び
か
け
、情
報
大
の
強
み
を
活
か
す
場
、試
す
場
と

し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

図２ 健康屋台のぼり

図１ 地域包括ケアシステム

図３ 健康屋台コンテンツ
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研究＆教育

最前線
The front line of

research
and education

●専門分野：公衆衛生看護学
●主な研究テーマ：保健師の予防活
動に関する研究、健康教育の波及
効果に関する研究

　
日
本
は
世
界
で
も
例
を
み
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
65
歳
以
上
人
口
は
既
に
３
０
０
０
万
人
を
超
え
、
国
民
４
人

の
う
ち
１
人
に
達
し
て
い
る
。
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
も
増
加
し
続
け
、
医
療
や
介
護
の
負
担
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
は
２
０
２
５
年
を
目
途
に
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
推
進
し

て
い
る
（
図
１
）。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
健
康
屋
台
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

地
域
の
健
康
増
進
を
目
指
し
て

自
助
・
互
助
を
促
す
健
康
屋
台
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自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
効
果
的
に
機
能
す
る
た
め
に

は
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

自
助
と
は
自
発
的
に
自
身
の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

で
、互
助
と
は
家
族
・
友
人
な
ど
、個
人
的
な
関
係
性
を
持

つ
人
同
士
の
自
発
的
な
支
え
合
い
で
あ
る
。共
助
と
は
医

療
、
年
金
、
介
護
保
険
な
ど
、
制
度
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
の

こ
と
で
、公
助
と
は
自
助
・
互
助
・
共
助
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
に
対
し
必
要
な
生
活
保
障
を
行
う
社
会
福
祉
制
度

の
こ
と
で
あ
る
。

　
基
礎
と
な
る
の
は
自
助
・
互
助
で
あ
る
。自
助
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
他
者
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
時
に
は

自
身
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
人
と
人
同
士
が
支
え
合
う
互
助

が
必
要
と
な
る
。

　
意
欲
を
引
き
出
し
、維
持
さ
せ
る

　
筆
者
が
参
画
し
て
い
る「
健
康
屋
台
」は
、地
域
に
お
け
る

自
助
・
互
助
の
促
進
に
よ
る
健
康
増
進
を
目
指
し
た
活
動

で
あ
る
。千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理
機
構
の
潤
間
励

子
准
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
５
年
に
始
め
た
。目
的

は
「
地
域
再
生
に
貢
献
す
る
未
来
志
向
型
健
康
支
援
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」で
あ
る
。

　
高
度
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
団
地
は
、
老
朽
化
と
住
民

の
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。こ
の
た
め
健
康
屋
台
は
、
２
０

１
９
年
８
月
ま
で
に
、
主
に
千
葉
市
内
の
団
地
で
61
回
開
催

し
、延
べ
１
２
６
８
人
の
住
民
が
参
加
し
た
。参
加
者
の
大
半

は
高
齢
者
で
あ
る
。ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健

師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
や
、
工
学（
人
工
知

能
）な
ど
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
ら
、
大
学
だ
け
で
な
く
病

院
、研
究
所
、民
間
企
業
か
ら
も
集
ま
っ
て
お
り
、看
護
学
や

園
芸
学
を
学
ぶ
学
生
・
大
学
院
生
も
参
加
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
内
容
を
紹
介
し
よ
う
（
図
３
）。私
は
保
健
師

な
の
で
、保
健
師
か
ら
見
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
健
康
屋
台
に
来
た
住
民
は
、
ま
ず「
健
康
測
定
」で
動
脈

硬
化
の
進
行
を
調
べ
る
血
圧
脈
波
、体
脂
肪
率
、骨
密
度
な

ど
の
検
査
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
。住
民
は
数

値
の
良
し
悪
し
に
、
シ
ョッ
ク
を
受
け
た
り
喜
ん
だ
り
す
る
。

保
健
師
は
そ
れ
ら
の
気
持
ち
を
健
康
相
談
で
受
け
止
め
る
。

こ
こ
は
、
あ
く
ま
で
も「
相
談
」で
、
保
健
師
の
側
か
ら
一
方

的
に
説
明
・
指
導
は
し
な
い
。住
民
と
と
も
に
数
値
の
意
味

を
考
え
、
生
活
の
中
で
改
善
す
べ
き
点
は
な
い
か
一
緒
に
考

え
る
。だ
が
、
実
際
は
生
活
の
改
善
ま
で
相
談
が
至
ら
な
い

こ
と
も
多
い
。し
か
し
、
健
康
屋
台
に
来
て
い
る
こ
と
は
、
自

分
の
健
康
を
気
に
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。住
民

自
身
に
意
欲
が
出
て
く
る
ま
で
相
談
に
乗
り
続
け
る
の
が
、

保
健
師
の
役
割
で
あ
る
。

　
専
門
職
が
い
く
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
、
本
人
に
や
る

気
が
な
け
れ
ば
、
行
動
に
変
化
は
起
き
な
い
。特
に
予
防
の

よ
う
に
、目
に
見
え
て
成
果
が
出
な
い
も
の
は
、な
お
さ
ら
で

あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、〝
積
極
的
に
待
つ
〞こ
と
が
大
切
で
あ

る
。関
わ
り
を
継
続
し
な
が
ら
、
意
欲
が
出
て
き
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
ど
の
よ
う
な
改
善
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
る

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
保
健
師
は
、
ね
ぎ
ら
う
・
認
め
る
・
褒
め
る
と

い
う
関
わ
り
を
す
る
。住
民
の
生
活
の
中
に
は
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
の
何
か
し
ら
の
工
夫
や
努
力
が
潜
ん
で
い
る
。

だ
が
住
民
自
身
は
、
そ
の
工
夫
や
努
力
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
り
、
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
評
価
を
し
て
い
な
か
っ
た
り

す
る
。保
健
師
は
対
話
の
中
か
ら
、
そ
の
工
夫
や
努
力
を
引

き
出
し
、
ね
ぎ
ら
い
、
認
め
、
褒
め
る
の
で
あ
る
。そ
の
こ
と

で
、
住
民
は
行
動
を
持
続
す
る
意
欲
を
持
て
る
。住
民
の
健

康
活
動
の
意
欲
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

　
健
康
相
談
の
後
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
や
健
康
増
進
活

動
で
一
息
つ
く
。コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、ス
タ
ッ
フ
や
住
民
同
士
で
会
話
を
し
た
り
す
る
。一
人
暮

ら
し
の
方
も
多
い
住
民
の
中
に
は
、コ
ー
ヒ
ー
や
ゲ
ー
ム
が
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
促
進
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
康
増
進
活
動
で
は
、
園
芸
福
祉
活
動
や
ロ
コ
モ
体
操

（
運
動
器
障
害
予
防
体
操
）
を
体
験
す
る
。園
芸
福
祉
活
動

で
は
、
豆
を
使
っ
た
ハン
ガ
ー
や
チ
ャ
ー
ム
、ア
ロマ
ス
プ
レ
ー
な

ど
を
作
る
。手
先
を
使
っ
た
作
業
を
し
な
が
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
が
取
れ
、さ
ら
に
自
分
で
作
っ
た
達
成
感
と
成
果
物
が

手
に
残
る
。ロ
コ
モ
体
操
で
は
、
自
分
の
筋
力
を
知
り
、
今
後

ど
の
よ
う
な
体
操
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
。こ
こ
で
も
ス
タ
ッ
フ
や
住
民
同
士
で
の
会
話
で
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
健
康
屋
台
は
、住
民
が
自
身
の
健
康
状
態
を

知
り
、
今
後
の
生
活
を
考
え
る
こ
と
で
自
助
を
促
進
し
、
さ

ら
に
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
互
助
に
つ

な
が
る
場
で
あ
る
。そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
研
究
テ
ー

マ
の
デ
ー
タ
収
集
や
活
動
の
場
の
み
な
ら
ず
、
来
場
者
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
通
し
て
、住
民
か
ら
学
び
、視
野
が
広
が

る
場
で
あ
る
。看
護
学
生
か
ら
は
「
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
話

す
機
会
が
無
か
っ
た
高
齢
者
と
対
話
が
で
き
た
の
で
、
実
習

の
際
、
高
齢
患
者
さ
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が

取
れ
、
よ
り
良
い
看
護
に
つ
な
が
っ
た
」な
ど
の
意
見
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。住
民
・
ス
タ
ッ
フ
双
方
に
と
っ
て
、
ウ
イ
ン
・
ウ

イ
ン
な
場
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、地
域
全
体
の
健
康
度
が
維
持
向
上

さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。参
加
履
歴
、健
康
情
報
、満
足
度

な
ど
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
確
率
モ
デ
リ
ン
グ
解
析
や
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
分
析
を
使
っ
て
解
析
し
、
結
果
を
住
民
に
フ
ィ
ー
ド

バッ
ク
し
、
住
民
の
自
助
・
互
助
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。ま
た
、
私
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
東
京
情
報
大
学

の
学
生
の
参
画
で
あ
る
。ま
ず
看
護
学
部
の
学
生
の
参
加
を

増
や
し
、
さ
ら
に
総
合
情
報
学
部
の
教
員
・
学
生
に
も
参

画
を
呼
び
か
け
、情
報
大
の
強
み
を
活
か
す
場
、試
す
場
と

し
て
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

図２ 健康屋台のぼり

図１ 地域包括ケアシステム

図３ 健康屋台コンテンツ
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日
本
は
世
界
で
も
例
を
み
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
65
歳
以
上
人
口
は
既
に
３
０
０
０
万
人
を
超
え
、
国
民
４
人

の
う
ち
１
人
に
達
し
て
い
る
。
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
も
増
加
し
続
け
、
医
療
や
介
護
の
負
担
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
厚
生

労
働
省
は
２
０
２
５
年
を
目
途
に
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
推
進
し

て
い
る
（
図
１
）。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
健
康
屋
台
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

地
域
の
健
康
増
進
を
目
指
し
て

自
助
・
互
助
を
促
す
健
康
屋
台
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コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
層
（
知
層
）」

　
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
物

群
は
、
学
部
学

科
の
新
増
設
に

伴
い
、
順
次
建

設
さ
れ
て
き
た

た
め
、
４
学
部

の
研
究
室
は
現

在
、
八
つ
の
建

物
に
分
散
配
置

さ
れ
て
い
る
。

老
朽
化
が
進

み
、
改
築
期
を

迎
え
た
建
物
も

あ
る
が
、
順
次

改
築
し
完
了
す

る
ま
で
に
は
多

年
を
要
す
る
た

め
、
全
て
の
研

究
室
を
収
め
る

研
究
棟
を
一
挙

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
８
年
３
月
に
着
工
し

て
い
た
。

　
新
研
究
棟
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
空
間
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
巨
木
な
ど
か
ら

な
る
「
農
大
の
森
」
に
隣
接
し
、
既
存
建
物
群
に
囲
ま
れ

た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。
地
下
１
階
地
上
８
階
建
て
。
東

西
が
１
２
０
㍍
超
の
大
き
な
建
物
で
延
べ
床
面
積
は
４
万

６
２
３
６
平
方
㍍
に
も
な
る
。
総
事
業
費
は
２
０
０
億
円

で
、
都
内
で
も
最
大
級
の
研
究
施
設
と
い
う
。

　
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
層
（
知
層
）」
で
、
外
観
・

内
装
と
も
に
モ
ノ
が
積
み
重
な
っ
た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で

統
一
さ
れ
、
同
様
デ
ザ
イ
ン
の
農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン

タ
ー
、
１
号
館
と
の
連
続
性
を
図
っ
て
い
る
。

　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け

　
１
〜
７
階
が
研
究
室
フ
ロ
ア
で
、
地
域
環
境
科
学
部
が

１
〜
３
階
、
生
命
科
学
部
が
２
〜
４
階
、
応
用
生
物
科
学

部
が
４
〜
７
階
、
国
際
食
料
情
報
学
部
が
５
〜
７
階
に
入

る
。
研
究
室
の
ほ
か
に
学
部
事
務
室
、
学
科
共
有
の
実
験

室
、
会
議
室
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
。
８
階
に
は
都
心
方

向
に
全
面
ガ
ラ
ス
窓
で
見
晴
ら
し
の
良
い
ラ
ウ
ン
ジ
『
エ

ア
ブ
リ
ッ
ジ
』
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
学
会
開
催
時
等
の

交
流
会
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　
建
物
に
は
東
西
２
カ
所
に
大
き
な
吹
き
抜
け
空
間
が
あ

り
、上
下
階
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
、

人
や
研
究
室
間
の
つ
な
が
り
を
図
る
仕
掛
け
が
設
け
ら
れ

て
い
る
（
図
２
）。
通

路
に
面
し
た
壁
面
や

各
研
究
室
間
の
間
仕

切
り
は
ガ
ラ
ス
窓
に

し
、
他
の
研
究
室
の

活
動
を
互
い
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
続

く
東
側
の
吹
き
抜
け

空
間
に
は
１
、
２

階
を
つ
な
ぐ
大
階

段
が
あ
る（
図
３
）。

階
段
板
は
東
京
農

大
の
奥
多
摩
演
習

林
で
伐
採
さ
れ
た

ス
ギ
材
で
作
ら
れ

て
お
り
、教
職
員
・

学
生
が
座
っ
て
話

し
合
う
こ
と
や
、

大
人
数
を
対
象
に

し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　「
研
究
発
信
の
ハ
ブ
に
」

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
で
は
、
大
澤
貫
寿
理
事

長
が
「
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

全
て
の
研
究
室
が
入
る
研
究
棟
を
造
ろ
う
と
な
っ
た
。
こ

こ
を
ハ
ブ
（
中
心
軸
）
と
し
て
、
研
究
成
果
を
国
内
外
に

発
信
で
き
る
よ
う
活
用
し
て
ほ
し
い
」、
ま
た
髙
野
克
己

学
長
も
「
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
８
０
０
０
人
以
上
の
学

生
の
内
、
研
究
室
に
所
属
す
る
３
、
４
年
生
と
大
学
院
生

の
４
０
０
０
人
が
、こ
の
研
究
棟
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

枠
を
超
え
た
交
流
で
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
工
期
内
に
無
事
故
無
災
害
で
完
工
し
た
こ
と
に
対
し
、

設
計
施
工
の
大
林
組
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
品
質
管
理
な

ど
を
担
当
し
た
明
豊
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス
の
代
表

に
、
大
澤
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
は
延
べ
床
面
積
４
万

６
０
０
０
平
方
㍍
と
本
法
人
最
大
の
建
物
だ
。
こ

の
大
き
な
〝
容
器
〞
に
何
を
注
ぎ
、
何
を
期
待
す

る
の
か
。
髙
野
克
己
学
長
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

◇

　
東
京
農
業
大
学
は
、
世
田
谷
で
農
学
部
の
単
一

学
部
の
時
代
か
ら
、
こ
の
30
年
で
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
、
厚
木
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
が
加
わ
り
、
学
部

も
６
学
部
23
学
科
に
増
え
、
農
学
系
総
合
大
学
の

拠
点
に
大
き
く
成
長
し
た
。「
農
業
」
と
い
う
枠

に
縛
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
も
っ
た
学
生

や
女
子
学
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
層
の

学
生
も
増
え
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
づ
い
た
。

　
だ
が
、学
部
学
科
の
専
門
性
が
深
ま
っ
た
結
果
、

そ
の
弊
害
も
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
た
。
学
部
学

科
間
で
の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
進
ま
な
く
な
っ

た
。
学
部
学
科
が
増
え
た
こ
と
で
、
研
究
領
域
が

重
複
す
る
部
分
も
生
ま
れ
た
。
先
生
方
は
当
然
、

旧
知
の
仲
な
の
に
、
縦
割
り
の
壁
に
よ
っ
て
、
共

同
で
動
く
こ
と
が
難
し
い
。

　
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
各
研
究
室
の
壁
は

可
能
な
限
り
ガ
ラ
ス
窓
に
し
た
。通
路
を
歩
け
ば
、

そ
の
研
究
室
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
詳
細
は
分
か

ら
な
く
て
も
雰
囲
気
は
伝
わ
る
。
上
下
階
を
つ
な

ぐ
階
段
の
途
中
に
も
語
り
合
い
が
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
感
じ
合
い
、
語
り

合
う
こ
と
で
、
学
部
学
科
を
超
え
た
、
化
学
反
応

が
起
き
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「新しい環境がもたらすイノベーションに期待」
髙野学長が抱負

　
当
然
、
学
生
の
間
に
も
化
学
反
応
は
起
き
る
だ

ろ
う
。

　
東
京
農
大
生
は
、
専
門
領
域
を
コ
ツ
コ
ツ
と
ま

じ
め
に
掘
り
下
げ
て
い
く
ま
じ
め
な
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
。
だ
が
、学
ぶ
環
境
が
今
ま
で
と
は
違
っ
た
、

き
れ
い
で
美
し
い
空
間
と
な
り
、
さ
ら
に
異
な
る

専
門
領
域
か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、
新
し

い
東
京
農
大
生
カ
ラ
ー
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
じ
め
さ
は
維
持
し
た
う
え
で
、
鋭
敏
な
セ

ン
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
兼
ね
備
え
た
、
新
し

い
東
京
農
大
生
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
２
０
２
１
年
、
東
京
農
大
は
創
立
１
３
０
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
長
い
歩
み
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー

ト
か
ら
、
地
球
の
環
境
と
世
界
の
人
々
の
「
生
き

る
」
を
支
え
る
数
々
の
研
究
が
生
ま
れ
、
多
く
の

人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
。

図１ 農大サイエンスポート内観

図２ 光の吹抜け（図１－①）
農大サイエンスポートへの期待を語る髙野学長

図３ 大階段（図１－②）

大地の吹抜け大地の吹抜け 光の吹抜け光の吹抜け
光を表現した金属壁光を表現した金属壁
Light WallLight Wall

大地を表現した土壁大地を表現した土壁
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農大の森

①

②

改
築
し
完
了
す

る
ま
で
に
は
多

年
を
要
す
る
た

め
、
全
て
の
研

究
室
を
収
め
る

研
究
棟
を
一
挙

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
８
年
３
月
に
着
工
し

て
い
た
。

　
新
研
究
棟
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
空
間
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
巨
木
な
ど
か
ら

な
る
「
農
大
の
森
」
に
隣
接
し
、
既
存
建
物
群
に
囲
ま
れ

た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。
地
下
１
階
地
上
８
階
建
て
。
東

西
が
１
２
０
㍍
超
の
大
き
な
建
物
で
延
べ
床
面
積
は
４
万

　東京農業大学が世田谷キャンパスに建設していた新しい研究棟が完成した。4学部15学科の87研究室すべてが集まり、
学部学科の枠を超えた知の交流が期待されている。真理を探求する人々が集い、その成果を国内外に発信する拠点・港
（ポート）となることから「農大サイエンスポート」と名付けられた。2020年4月から使用を始める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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農大サイエンスポート完成

４学部15学科87研究室が一堂に
農大サイエンスポート外観農大サイエンスポート外観
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コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
層
（
知
層
）」

　
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
建
物

群
は
、
学
部
学

科
の
新
増
設
に

伴
い
、
順
次
建

設
さ
れ
て
き
た

た
め
、
４
学
部

の
研
究
室
は
現

在
、
八
つ
の
建

物
に
分
散
配
置

さ
れ
て
い
る
。

老
朽
化
が
進

み
、
改
築
期
を

迎
え
た
建
物
も

あ
る
が
、
順
次

改
築
し
完
了
す

る
ま
で
に
は
多

年
を
要
す
る
た

め
、
全
て
の
研

究
室
を
収
め
る

研
究
棟
を
一
挙

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
０
１
８
年
３
月
に
着
工
し

て
い
た
。

　
新
研
究
棟
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象
徴
的
空
間
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
巨
木
な
ど
か
ら

な
る
「
農
大
の
森
」
に
隣
接
し
、
既
存
建
物
群
に
囲
ま
れ

た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。
地
下
１
階
地
上
８
階
建
て
。
東

西
が
１
２
０
㍍
超
の
大
き
な
建
物
で
延
べ
床
面
積
は
４
万

６
２
３
６
平
方
㍍
に
も
な
る
。
総
事
業
費
は
２
０
０
億
円

で
、
都
内
で
も
最
大
級
の
研
究
施
設
と
い
う
。

　
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
地
層
（
知
層
）」
で
、
外
観
・

内
装
と
も
に
モ
ノ
が
積
み
重
な
っ
た
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で

統
一
さ
れ
、
同
様
デ
ザ
イ
ン
の
農
大
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン

タ
ー
、
１
号
館
と
の
連
続
性
を
図
っ
て
い
る
。

　
人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
掛
け

　
１
〜
７
階
が
研
究
室
フ
ロ
ア
で
、
地
域
環
境
科
学
部
が

１
〜
３
階
、
生
命
科
学
部
が
２
〜
４
階
、
応
用
生
物
科
学

部
が
４
〜
７
階
、
国
際
食
料
情
報
学
部
が
５
〜
７
階
に
入

る
。
研
究
室
の
ほ
か
に
学
部
事
務
室
、
学
科
共
有
の
実
験

室
、
会
議
室
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
あ
る
。
８
階
に
は
都
心
方

向
に
全
面
ガ
ラ
ス
窓
で
見
晴
ら
し
の
良
い
ラ
ウ
ン
ジ
『
エ

ア
ブ
リ
ッ
ジ
』
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
学
会
開
催
時
等
の

交
流
会
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　
建
物
に
は
東
西
２
カ
所
に
大
き
な
吹
き
抜
け
空
間
が
あ

り
、上
下
階
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
、

人
や
研
究
室
間
の
つ
な
が
り
を
図
る
仕
掛
け
が
設
け
ら
れ

て
い
る
（
図
２
）。
通

路
に
面
し
た
壁
面
や

各
研
究
室
間
の
間
仕

切
り
は
ガ
ラ
ス
窓
に

し
、
他
の
研
究
室
の

活
動
を
互
い
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
続

く
東
側
の
吹
き
抜
け

空
間
に
は
１
、
２

階
を
つ
な
ぐ
大
階

段
が
あ
る（
図
３
）。

階
段
板
は
東
京
農

大
の
奥
多
摩
演
習

林
で
伐
採
さ
れ
た

ス
ギ
材
で
作
ら
れ

て
お
り
、教
職
員
・

学
生
が
座
っ
て
話

し
合
う
こ
と
や
、

大
人
数
を
対
象
に

し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　「
研
究
発
信
の
ハ
ブ
に
」

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
落
成
式
で
は
、
大
澤
貫
寿
理
事

長
が
「
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

全
て
の
研
究
室
が
入
る
研
究
棟
を
造
ろ
う
と
な
っ
た
。
こ

こ
を
ハ
ブ
（
中
心
軸
）
と
し
て
、
研
究
成
果
を
国
内
外
に

発
信
で
き
る
よ
う
活
用
し
て
ほ
し
い
」、
ま
た
髙
野
克
己

学
長
も
「
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
８
０
０
０
人
以
上
の
学

生
の
内
、
研
究
室
に
所
属
す
る
３
、
４
年
生
と
大
学
院
生

の
４
０
０
０
人
が
、こ
の
研
究
棟
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

枠
を
超
え
た
交
流
で
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
工
期
内
に
無
事
故
無
災
害
で
完
工
し
た
こ
と
に
対
し
、

設
計
施
工
の
大
林
組
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
品
質
管
理
な

ど
を
担
当
し
た
明
豊
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス
の
代
表

に
、
大
澤
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
は
延
べ
床
面
積
４
万

６
０
０
０
平
方
㍍
と
本
法
人
最
大
の
建
物
だ
。
こ

の
大
き
な
〝
容
器
〞
に
何
を
注
ぎ
、
何
を
期
待
す

る
の
か
。
髙
野
克
己
学
長
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

◇

　
東
京
農
業
大
学
は
、
世
田
谷
で
農
学
部
の
単
一

学
部
の
時
代
か
ら
、
こ
の
30
年
で
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
、
厚
木
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
が
加
わ
り
、
学
部

も
６
学
部
23
学
科
に
増
え
、
農
学
系
総
合
大
学
の

拠
点
に
大
き
く
成
長
し
た
。「
農
業
」
と
い
う
枠

に
縛
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
も
っ
た
学
生

や
女
子
学
生
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
層
の

学
生
も
増
え
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
づ
い
た
。

　
だ
が
、学
部
学
科
の
専
門
性
が
深
ま
っ
た
結
果
、

そ
の
弊
害
も
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
た
。
学
部
学

科
間
で
の
意
思
疎
通
が
円
滑
に
進
ま
な
く
な
っ

た
。
学
部
学
科
が
増
え
た
こ
と
で
、
研
究
領
域
が

重
複
す
る
部
分
も
生
ま
れ
た
。
先
生
方
は
当
然
、

旧
知
の
仲
な
の
に
、
縦
割
り
の
壁
に
よ
っ
て
、
共

同
で
動
く
こ
と
が
難
し
い
。

　
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
各
研
究
室
の
壁
は

可
能
な
限
り
ガ
ラ
ス
窓
に
し
た
。通
路
を
歩
け
ば
、

そ
の
研
究
室
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
詳
細
は
分
か

ら
な
く
て
も
雰
囲
気
は
伝
わ
る
。
上
下
階
を
つ
な

ぐ
階
段
の
途
中
に
も
語
り
合
い
が
可
能
な
ス
ペ
ー

ス
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
感
じ
合
い
、
語
り

合
う
こ
と
で
、
学
部
学
科
を
超
え
た
、
化
学
反
応

が
起
き
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「新しい環境がもたらすイノベーションに期待」
髙野学長が抱負

　
当
然
、
学
生
の
間
に
も
化
学
反
応
は
起
き
る
だ

ろ
う
。

　
東
京
農
大
生
は
、
専
門
領
域
を
コ
ツ
コ
ツ
と
ま

じ
め
に
掘
り
下
げ
て
い
く
ま
じ
め
な
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
。
だ
が
、学
ぶ
環
境
が
今
ま
で
と
は
違
っ
た
、

き
れ
い
で
美
し
い
空
間
と
な
り
、
さ
ら
に
異
な
る

専
門
領
域
か
ら
の
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
、
新
し

い
東
京
農
大
生
カ
ラ
ー
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
じ
め
さ
は
維
持
し
た
う
え
で
、
鋭
敏
な
セ

ン
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
兼
ね
備
え
た
、
新
し

い
東
京
農
大
生
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
２
０
２
１
年
、
東
京
農
大
は
創
立
１
３
０
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
長
い
歩
み
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー

ト
か
ら
、
地
球
の
環
境
と
世
界
の
人
々
の
「
生
き

る
」
を
支
え
る
数
々
の
研
究
が
生
ま
れ
、
多
く
の

人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
。

図１ 農大サイエンスポート内観

図２ 光の吹抜け（図１－①）
農大サイエンスポートへの期待を語る髙野学長

図３ 大階段（図１－②）

大地の吹抜け大地の吹抜け 光の吹抜け光の吹抜け
光を表現した金属壁光を表現した金属壁
Light WallLight Wall

大地を表現した土壁大地を表現した土壁
Earth WallEarth Wall

農大の森

①

②

　東京農業大学が世田谷キャンパスに建設していた新しい研究棟が完成した。4学部15学科の87研究室すべてが集まり、
学部学科の枠を超えた知の交流が期待されている。真理を探求する人々が集い、その成果を国内外に発信する拠点・港
（ポート）となることから「農大サイエンスポート」と名付けられた。2020年4月から使用を始める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)

Z O O M  UP

世田谷キャンパス新研究棟
農大サイエンスポート完成

４学部15学科87研究室が一堂に
農大サイエンスポート外観
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東
京
農
業
大
学
「
食
と
農
」
の
博
物
館
で
、
二
つ
の
企

画
展
が
開
か
れ
て
い
る
。「
小
さ
い
隣
人
『
マ
ウ
ス
と
い

う
名
の
鼠
』
展
」
と
「
み
ど
り
と
の
暮
ら
し
の
舞
台
演
出

家
　
農
大
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン NOW

&
FUTURE

」。

い
ず
れ
も
４
月
15
日
ま
で
で
入
場
無
料
。
月
曜
休
館
。

　「
鼠
」
展
は
２
０
２
０
年
の
干
支
が
子
年
、
ネ
ズ
ミ
の

た
め
企
画
さ
れ
た
。
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
人
と
ネ
ズ
ミ

と
の
関
わ
り
を
幅
広
く
展
覧
す
る
。

　
ネ
ズ
ミ
は
穀
物
を
荒
ら
し
、
病
原
菌
の
運
び
役
と
し
て

嫌
わ
れ
る
生
き
物
だ
が
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
愛
さ
れ
る
対
象
で
も
あ
る
。
江
戸
時
代

の
日
本
で
は
、
白
ネ
ズ
ミ
が
富
を
も
た
ら
す
と
の
信
仰
が

生
ま
れ
、
浮
世
絵
の
題
材
と
な
り
、
愛
玩
動
物
と
し
て
売

買
さ
れ
、
飼
育
法
の
本
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
空
前
の
ネ

ズ
ミ
飼
育
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
と
い
う
。

　
現
代
で
は
マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
、
モ
ル
モ
ッ
ト
は
、
医
薬

品
な
ど
の
研
究
に
欠
か
せ

な
い
実
験
動
物
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
色
を
持
つ
ネ
ズ

ミ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

交
尾
期
と
は
関
係
な
く
鳴

き
続
け
る
「
歌
う
マ
ウ
ス
」

の
〝
歌
声
〞
や
、
２
０
０

４
年
に
東
京
農
大
の
河
野

友
宏
教
授
（
現
・
名
誉
教

授
）
が
遺
伝
子
操
作

に
よ
っ
て
世
界
で
初

め
て
卵
子
だ
け
で
誕

生
さ
せ
た
二
母
性
マ

ウ
ス
「
か
ぐ
や
」
の

は
く
製
も
展
示
し
て

い
る
。

　「
農
大
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
東
京
農
大
造
園

科
学
科
に
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
間
も
な
く
50
年
を
迎

え
る
こ
と
な
ど
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
。
建
築
・
デ
ザ

イ
ン
の
分
野
で
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
は
、
風
土
、
歴

史
と
の
関
わ
り
で
育
ま
れ
た
暮
ら
し
の
舞
台
の
現
れ
の
こ

と
を
指
す
。
作
庭
に
始
ま
り
、
都
市
に
お
け
る
広
場
や
公

園
な
ど
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
、
都
市
設
計
、
さ
ら
に
は

地
方
再
生
の
自
然
地
の
保
全
と
魅
力
ア
ッ
プ
に
ま
で
つ
な

が
る
幅
広
い
分
野
の
知
見
と
高
い
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

る
。
卒
業
生
の
進
路
も
公
務
員
か
ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
造
園
・

建
築
設
計
事
務
所
、
都
市
開
発
企
業
と
多
彩
だ
。

　
期
間
中
は
、「
時
代
を
つ
な
ぐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ナ
ー
　
戸
田
芳
樹
＆
福
岡
孝
則
」「
よ
り
素
敵
な
暮
ら

し
の
舞
台
づ
く
り
に
向
け
て
」な
ど
５
部
構
成
で
、順
次
、

模
型
や
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。

亥年から子年へ

都内の公共施設等のデザイン模型が展示されている
※デザイン模型は期間によって変わる

保坂区長（中央）と大江さん（左）と
後藤名誉教授（右）

生ごみ肥料「みどりくん」

東
京
農
業
大
学
は
農
業
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「A

G/SU
M
 （

ア
グ
サ
ム
）

　
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
サ
ミ
ッ

ト
」（
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
）
に
参
加
し
た
。

A
G/SU

M

は
ア
グ
リ
テ
ッ

ク
（
農
業
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
融
合
）、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
（
食

料
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融

合
）
の
分
野
で
活
動
す
る
幅
広
い
人
・
企
業
が
集
い
、
農
業
の
持
続
的
発

展
を
目
指
し
て
討
論
を
重
ね
る
催
し
で
、
11
月
18
〜
20
日
に
東
京
・
日
本

橋
で
開
催
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
有
識
者
、
農
業
分
野
へ
の
参
入
を
目
指

す
企
業
の
社
員
ら
が
参
加
し
た
。

東
京
農
大
は
こ
の
催
し
に
協
賛
団
体
と
し
て
加
わ
っ
た
。
18
日
の
初
日

に
は
、
髙
野
克
己
学
長
が
「
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」と
題
し
た
討
論
会
に
、全
国
農
業
組
合
連
合
会（
Ｊ

Ａ
全
農
）
の
山
崎
周
二
理
事
長
ら
と
参
加
し
た
。
髙
野
学
長
は
主
に
人
材

育
成
の
観
点
か
ら
発
言
。「
食
べ
る
と
い
う
人
間
の
根
源
的
営
み
を
支
え

る
農
業
の
歩
み
と
共
に
発
展
し
た
農
学
は
現
在
、
健
康
、
環
境
な
ど
も
含

む
幅
広
い
分
野
の
総
合
科
学
に
発
展
し
た
。
６
学
部
23
学
科
を
持
つ
東
京

農
大
に
入
学
す
る
学
生
も
圧
倒
的
に
非
農
家
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
農
家
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
で
の
体
験
か
ら
、
新
規
就
農
を
志
す
学

生
も
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
度
に
開
校
し
た
東
京
農
大
稲
花
小
学
校

は
２
ク
ラ
ス
72
人
の
定
員
に
対
し
、
昨
年
は
約
８
０
０
人
、
今
年
も
約
９

０
０
人
が
受
験
し
た
。『
生
き
る
』
を
支
え
る
と
い
う
東
京
農
大
の
考
え

方
が
理
解
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
小
さ
な
頃
か
ら
土
に
親
し
み
農
業
を

理
解
す
る
人
間
を
育
て
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

髙
野
学
長
は
こ
の
後
、「
東
京
農
業
大
学
が
進
め
る
ア
グ
リ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県
相
馬

市
を
中
心
に
進
め
る
東
日
本
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ア
フ
リ
カ
・

ジ
ブ
チ
共
和
国
で
進
め
る
砂
漠
の
緑
化
な
ど
、
幅
広
い
東
京
農
大
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、「
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
教
育

と
研
究
を
通
じ
て
、
農
業
や
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

学
生
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
競
う

ま
た
19
日
、
20
日
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
京
農
大×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
が
開
か
れ
た
。
事
前
に
応
募
し
た
東
京
農
大
の
学
生
・

大
学
院
生
が
中
心
の
15
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
解
決
す
る

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ア
」を
テ
ー

マ
に
、
ア
イ
デ
ア
実
現
に
向
け
、
討
論
し
結
果
を
発
表
し
た
。

最
優
秀
賞
は
、
廃
棄
さ
れ
る
貝
殻
か
ら
精
製
し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で

作
る
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
製
品
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
提
言
し
たagri X

（
ア
グ
リ
ッ
ク
ス
）
が
受
賞
し
た
。
発
表
を
担

当
し
た
応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科

１
年
の
横
山
元
蔵
さ
ん
は
「
４
人
の
チ
ー

ム
で
最
年
少
の
自
分
が
プ
レ
ゼ
ン
を
担

当
し
、
自
信
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
、

受
賞
は
信
じ
ら
れ
な
い
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
自

分
が
ど
う
関
わ
り
貢
献
で
き
る
か
を
考

え
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
っ
た
。
こ

の
体
験
を
大
学
の
学
び
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

審査員を務めた山本副学長(左)と最優秀賞を
受賞したagri X

登壇した髙野学長

　
東
京
農
業
大
学
と
キ
ャ
ノ
ン
電
子
㈱
が
東
京
・
世

田
谷
区
で
実
践
し
て
い
る
都
会
完
結
型
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム「
み
ど
り
く
ん
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」が
、
２
０
１

９
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
、東
京
農
大
が
開
発
し
た
生
ご
み

か
ら
有
機
質
肥
料
「
み
ど
り
く
ん
」
を
製
造
す
る
技
術

と
、
キ
ャ
ノ
ン
電
子
が
開
発
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
組

み
合
わ
せ
、
学
内
や
学
校
給
食
で
発
生
す
る
生
ご
み
を

「
み
ど
り
く
ん
」に
変
え
、
住
宅
地
の
中
に
畑
が
ま
だ
残

る
世
田
谷
区
桜
丘
で
野
菜
を
生
産
し
て
庭
先
で
販
売

す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
。07
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

　「
み
ど
り
く
ん
」
を
開
発
し
た
後
藤
逸
男
・
東
京
農

大
名
誉
教
授
と
、地
元
住
民
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て

い
る「
じ
ゅ
ん
か
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
桜
丘
」会
長
の
大
江
亮
一

さ
ん
が
12
月
、
世
田
谷
区
役
所
を
訪
問
し
保
坂
展
人

区
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
。後
藤
名
誉
教
授
ら
は
「
今

後
は
桜
丘
だ
け
で
は
な
く
、世
田
谷
区
全
体
に
活
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

ね
ず
み

ど
し

ね

と

の
ぶ

み
ど
り
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｇ
マ
ー
ク

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　世
田
谷
で
実
践

アグリテック・サミットに東京農大が参加

農業の持続的発展を目指して
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東
京
農
大「
食
と
農
」の
博
物
館
　
４
月
ま
で
開
催
中

マ
ウ
ス
＆
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン



　
東
京
農
業
大
学
「
食
と
農
」
の
博
物
館
で
、
二
つ
の
企

画
展
が
開
か
れ
て
い
る
。「
小
さ
い
隣
人
『
マ
ウ
ス
と
い

う
名
の
鼠
』
展
」
と
「
み
ど
り
と
の
暮
ら
し
の
舞
台
演
出

家
　
農
大
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン NOW

&
FUTURE

」。

い
ず
れ
も
４
月
15
日
ま
で
で
入
場
無
料
。
月
曜
休
館
。

　「
鼠
」
展
は
２
０
２
０
年
の
干
支
が
子
年
、
ネ
ズ
ミ
の

た
め
企
画
さ
れ
た
。
古
代
か
ら
現
在
ま
で
の
人
と
ネ
ズ
ミ

と
の
関
わ
り
を
幅
広
く
展
覧
す
る
。

　
ネ
ズ
ミ
は
穀
物
を
荒
ら
し
、
病
原
菌
の
運
び
役
と
し
て

嫌
わ
れ
る
生
き
物
だ
が
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
愛
さ
れ
る
対
象
で
も
あ
る
。
江
戸
時
代

の
日
本
で
は
、
白
ネ
ズ
ミ
が
富
を
も
た
ら
す
と
の
信
仰
が

生
ま
れ
、
浮
世
絵
の
題
材
と
な
り
、
愛
玩
動
物
と
し
て
売

買
さ
れ
、
飼
育
法
の
本
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
空
前
の
ネ

ズ
ミ
飼
育
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
と
い
う
。

　
現
代
で
は
マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
、
モ
ル
モ
ッ
ト
は
、
医
薬

品
な
ど
の
研
究
に
欠
か
せ

な
い
実
験
動
物
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
色
を
持
つ
ネ
ズ

ミ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

交
尾
期
と
は
関
係
な
く
鳴

き
続
け
る
「
歌
う
マ
ウ
ス
」

の
〝
歌
声
〞
や
、
２
０
０

４
年
に
東
京
農
大
の
河
野

友
宏
教
授
（
現
・
名
誉
教

授
）
が
遺
伝
子
操
作

に
よ
っ
て
世
界
で
初

め
て
卵
子
だ
け
で
誕

生
さ
せ
た
二
母
性
マ

ウ
ス
「
か
ぐ
や
」
の

は
く
製
も
展
示
し
て

い
る
。

　「
農
大
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
」

は
、
東
京
農
大
造
園

科
学
科
に
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
間
も
な
く
50
年
を
迎

え
る
こ
と
な
ど
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
。
建
築
・
デ
ザ

イ
ン
の
分
野
で
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
は
、
風
土
、
歴

史
と
の
関
わ
り
で
育
ま
れ
た
暮
ら
し
の
舞
台
の
現
れ
の
こ

と
を
指
す
。
作
庭
に
始
ま
り
、
都
市
に
お
け
る
広
場
や
公

園
な
ど
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
、
都
市
設
計
、
さ
ら
に
は

地
方
再
生
の
自
然
地
の
保
全
と
魅
力
ア
ッ
プ
に
ま
で
つ
な

が
る
幅
広
い
分
野
の
知
見
と
高
い
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ

る
。
卒
業
生
の
進
路
も
公
務
員
か
ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
造
園
・

建
築
設
計
事
務
所
、
都
市
開
発
企
業
と
多
彩
だ
。

　
期
間
中
は
、「
時
代
を
つ
な
ぐ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ナ
ー
　
戸
田
芳
樹
＆
福
岡
孝
則
」「
よ
り
素
敵
な
暮
ら

し
の
舞
台
づ
く
り
に
向
け
て
」な
ど
５
部
構
成
で
、順
次
、

模
型
や
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。

亥年から子年へ

都内の公共施設等のデザイン模型が展示されている
※デザイン模型は期間によって変わる

保坂区長（中央）と大江さん（左）と
後藤名誉教授（右）

生ごみ肥料「みどりくん」

東
京
農
業
大
学
は
農
業
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「A

G/SU
M
 （

ア
グ
サ
ム
）

　
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
サ
ミ
ッ

ト
」（
日
本
経
済
新
聞
社
主

催
）
に
参
加
し
た
。

A
G/SU

M

は
ア
グ
リ
テ
ッ

ク
（
農
業
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
融
合
）、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
（
食

料
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融

合
）
の
分
野
で
活
動
す
る
幅
広
い
人
・
企
業
が
集
い
、
農
業
の
持
続
的
発

展
を
目
指
し
て
討
論
を
重
ね
る
催
し
で
、
11
月
18
〜
20
日
に
東
京
・
日
本

橋
で
開
催
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
有
識
者
、
農
業
分
野
へ
の
参
入
を
目
指

す
企
業
の
社
員
ら
が
参
加
し
た
。

東
京
農
大
は
こ
の
催
し
に
協
賛
団
体
と
し
て
加
わ
っ
た
。
18
日
の
初
日

に
は
、
髙
野
克
己
学
長
が
「
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」と
題
し
た
討
論
会
に
、全
国
農
業
組
合
連
合
会（
Ｊ

Ａ
全
農
）
の
山
崎
周
二
理
事
長
ら
と
参
加
し
た
。
髙
野
学
長
は
主
に
人
材

育
成
の
観
点
か
ら
発
言
。「
食
べ
る
と
い
う
人
間
の
根
源
的
営
み
を
支
え

る
農
業
の
歩
み
と
共
に
発
展
し
た
農
学
は
現
在
、
健
康
、
環
境
な
ど
も
含

む
幅
広
い
分
野
の
総
合
科
学
に
発
展
し
た
。
６
学
部
23
学
科
を
持
つ
東
京

農
大
に
入
学
す
る
学
生
も
圧
倒
的
に
非
農
家
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
農
家
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
で
の
体
験
か
ら
、
新
規
就
農
を
志
す
学

生
も
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
度
に
開
校
し
た
東
京
農
大
稲
花
小
学
校

は
２
ク
ラ
ス
72
人
の
定
員
に
対
し
、
昨
年
は
約
８
０
０
人
、
今
年
も
約
９

０
０
人
が
受
験
し
た
。『
生
き
る
』
を
支
え
る
と
い
う
東
京
農
大
の
考
え

方
が
理
解
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
小
さ
な
頃
か
ら
土
に
親
し
み
農
業
を

理
解
す
る
人
間
を
育
て
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

髙
野
学
長
は
こ
の
後
、「
東
京
農
業
大
学
が
進
め
る
ア
グ
リ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県
相
馬

市
を
中
心
に
進
め
る
東
日
本
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ア
フ
リ
カ
・

ジ
ブ
チ
共
和
国
で
進
め
る
砂
漠
の
緑
化
な
ど
、
幅
広
い
東
京
農
大
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、「
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
教
育

と
研
究
を
通
じ
て
、
農
業
や
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

学
生
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
競
う

ま
た
19
日
、
20
日
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
京
農
大×

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
イ
デ
ア
ソ
ン
」
が
開
か
れ
た
。
事
前
に
応
募
し
た
東
京
農
大
の
学
生
・

大
学
院
生
が
中
心
の
15
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
解
決
す
る

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
・
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ア
」を
テ
ー

マ
に
、
ア
イ
デ
ア
実
現
に
向
け
、
討
論
し
結
果
を
発
表
し
た
。

最
優
秀
賞
は
、
廃
棄
さ
れ
る
貝
殻
か
ら
精
製
し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で

作
る
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
製
品
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
提
言
し
たagri X

（
ア
グ
リ
ッ
ク
ス
）
が
受
賞
し
た
。
発
表
を
担

当
し
た
応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科

１
年
の
横
山
元
蔵
さ
ん
は
「
４
人
の
チ
ー

ム
で
最
年
少
の
自
分
が
プ
レ
ゼ
ン
を
担

当
し
、
自
信
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
、

受
賞
は
信
じ
ら
れ
な
い
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
自

分
が
ど
う
関
わ
り
貢
献
で
き
る
か
を
考

え
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
っ
た
。
こ

の
体
験
を
大
学
の
学
び
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

審査員を務めた山本副学長(左)と最優秀賞を
受賞したagri X

登壇した髙野学長

　
東
京
農
業
大
学
と
キ
ャ
ノ
ン
電
子
㈱
が
東
京
・
世

田
谷
区
で
実
践
し
て
い
る
都
会
完
結
型
生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム「
み
ど
り
く
ん
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」が
、
２
０
１

９
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
、東
京
農
大
が
開
発
し
た
生
ご
み

か
ら
有
機
質
肥
料
「
み
ど
り
く
ん
」
を
製
造
す
る
技
術

と
、
キ
ャ
ノ
ン
電
子
が
開
発
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
組

み
合
わ
せ
、
学
内
や
学
校
給
食
で
発
生
す
る
生
ご
み
を

「
み
ど
り
く
ん
」に
変
え
、
住
宅
地
の
中
に
畑
が
ま
だ
残

る
世
田
谷
区
桜
丘
で
野
菜
を
生
産
し
て
庭
先
で
販
売

す
る
循
環
シ
ス
テ
ム
。07
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
。

　「
み
ど
り
く
ん
」
を
開
発
し
た
後
藤
逸
男
・
東
京
農

大
名
誉
教
授
と
、地
元
住
民
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て

い
る「
じ
ゅ
ん
か
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
桜
丘
」会
長
の
大
江
亮
一

さ
ん
が
12
月
、
世
田
谷
区
役
所
を
訪
問
し
保
坂
展
人

区
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
。後
藤
名
誉
教
授
ら
は
「
今

後
は
桜
丘
だ
け
で
は
な
く
、世
田
谷
区
全
体
に
活
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

ね
ず
み

ど
し

ね

と

の
ぶ

み
ど
り
く
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
Ｇ
マ
ー
ク

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　世
田
谷
で
実
践

アグリテック・サミットに東京農大が参加

農業の持続的発展を目指して

農業の持続的発展を目指して06 マウス＆ランドスケープデザイン 05

新・実学ジャーナル 2020年1+2月号

東
京
農
大「
食
と
農
」の
博
物
館
　
４
月
ま
で
開
催
中

マ
ウ
ス
＆
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン



▶研究&教育 最前線
自助・互助を促す健康屋台
東京情報大学 助教　時田礼子

▶ZOOM UP
農大サイエンスポート完成
世田谷キャンパス新研究棟

▶マウス＆ランドスケープデザイン  東京農大「食と農」の博物館　４月まで開催中
▶みどりくんプロジェクトにＧマーク  生ごみリサイクル　世田谷で実践
▶農業の持続的発展を目指して  アグリテック・サミットに東京農大が参加

私の宝ものMy Treasure
ピペットマン　高橋 信之 学校法人東京農業大学
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
一定量の液体を吸い取り移動させるピペットという道具があります。小中学校の理科の実験で使った経験が

あるでしょう。でも、大学の実験室で使っているのは、１㍃㍑、つまり100万分の1㍑のごく微量を正確に量るこ
とができます。商品名から「ピペットマン」と呼んでいます。当たり前すぎる実験器具ですが、29年も使い続
けていると、これじゃなきゃいけないという宝ものになりました。
使い始めたのは大学院博士課程に進んだ1995年です。学部、修士は農学部でしたが、博士から医学部に移

りました。初めて研究室に行くと、専用の実験台と、１㍉㍑、0.2㍉㍑、0.02㍉㍑用の3本のピペットマンが与え
られました。１本２万から３万円はしますし、それまではいずれもグループ共用だったので驚きました。教授か
ら「君たちにとってピペットマンは、大工のカンナ、料理人
の包丁のようなもの。大切に使いなさい」と言われ、これ
には感激しました。
その研究室を出てから４回異動して、東京農大に来まし

たが、ピペットマンはずっと一緒です。毎日使っていれば
愛着がわきます。識別するためにオレンジ色のテープを巻
き、年に１回は取った水の重さを精密はかりで計量し、精
度を点検します。異常があれば、部品を交換し、修理に出
します。農大を含め、自分専用を持っている人はいません
ね。特に24年も使い続けているなんて、まずいない。
今は、実験台に立つことより、机の前で理論を考える時

間の方が多くなってしまいましたが、時々、ピペットマンを
取り出し、ピストンボタンを操作します。不思議と気持ち
が落ち着きます。
高校入学の時に買ってもらった腕時計を持っていたり、

大学院入試のために買った生化学の教科書を時々読み返し
たり、大体において物持ちがいいと思います。ボー
ルペンのインクがなくなったら、替え芯を買うタイ
プです。
まじめで、きちょうめんな性格？　じゃありませ

んよ。研究室の自室はグチャグチャですから。
(まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)

My Treasure

第16回

私の宝もの
東京農業大学　教授  高橋信之

たかはし・のぶゆき／1968年福岡県生まれ。京都大学大学院医学研究科博士課程単位取得退
学。博士（医学）。東京農業大学応用生物科学部食品安全健康学科（生理機能学研究室）教
授。専門は分子代謝学。

ピペットマン

◀ピペットマンはいつも引き
出しに大事にしまっている
という

新
・実
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

【
編
集
・
発
行
】
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
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京
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定
期
購
読
ご
希
望
の
方
は
上
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

学校法人東京農業大学
2020　東京農大創立129年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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